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Author-itの機能 

オーサリング 

•MS Wordをベースにしたライ
ティング機能 

•入力サジェスト機能 
 

CMS 
-Component  Content 
Management System- 

•ワークフロー管理 

•コンテンツ管理（再利用） 

パブリッシュ 
•PDF/Word 

•HTML 

•ヘルプ 

•タブレット端末 

•DITA/XML 
 

オンライン レビュー 

(Review) 

翻訳管理 

（Localize） 



文書を構成する要素 

Microsoft Word  Author-it 

全体で一つのドキュメントデータ レイアウト用テンプレート パーツ単位に分割されたコンテンツ 

履
歴
書 

写真 

名前 

住所 

学歴 

職歴 

資格 

免許 

TOEIC点数 

書式 
ヘッダー・フッター 
配置 
段組み 
etc. 

履歴書 

名前 
---------- 
住所 

-------------------- 
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職歴 
-------------------- 
資格 
• 免許 
• TOEIC点数 



ローカライズ 
(日本と海外の拠点) 

プロダクト 
マネジャー 

ライター システム管理者 

設計/開発 

トータルソリューション 
“Author-itシステムイメージ”  



ドキュメント管理の課題 
こんなことにお困りではありませんか？！  

 印刷用、オンライン用のマニュアルを作り分ける時間がない  
 あらかじめ複数形式のテンプレートを用意することで、 

 ひとつのデータから多様なメディアへの同時出力が可能。  

 



ドキュメント管理の課題 
こんなことにお困りではありませんか？！  

 更新漏れが頻繁に発生する  
 共有されたコンテンツを編集することで、修正内容を一括反映。 

 関連コンテンツ全てを確実に更新。  

 



ドキュメント管理の課題 
こんなことにお困りではありませんか？！  

 修正履歴の管理ができていない  

 すべての修正履歴を保存。修正内容を元に戻すことも可能。  

 



ドキュメント管理の課題 
こんなことにお困りではありませんか？！  

 最新ファイルを探すことに時間を浪費している  

 データベースによる一元管理によって、最新のドキュメントが容易に見つかる。  

 

データベース 

●管理者 

●制作者 

●ライター 

●校正者 

●営業担当 

●外部ライター 



ドキュメント管理の課題 
こんなことにお困りではありませんか？！  

 担当によってコンテンツがバラバラで統一できていない  
 文書レイアウトとスタイルの標準化、さらにコンテンツの再利用によって、 

 一貫性のあるドキュメント制作が可能。  

 



ドキュメント管理の課題 
こんなことにお困りではありませんか？！  

 校正の取りまとめに手間がかかりすぎる 
 オンラインレビューツールによって、世界各地からコンテンツに同時アクセスして

一括編集が可能。  

 



ドキュメント管理の課題 
こんなことにお困りではありませんか？！  

 マニュアルがスマホ・タブレットに対応できていない 
 スマホ・タブレット用マニュアルのテンプレートが付属。印刷用と同じデータから、多機能
端末に対応したマニュアルが出力可能。 

 Touchhelp デモURL:  http://author-it.jp/th_presen/  (タブレット・スマホのみ閲覧可能) 

 

http://author-it.jp/th_presen/
http://author-it.jp/th_presen/
http://author-it.jp/th_presen/
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ドキュメント管理の課題 
こんなことにお困りではありませんか？！  

 EPUBフォーマット形式の電子書籍ファイルも作成したい 
 拡張機能を使用することで、EPUB2.0.1準拠の電子書籍ファイルを出力できます。

Calibreなどのツールを使用し、他のフォーマット（Kindleなど）へ変換も可能です。 

 



ドキュメント管理の課題 
こんなことにお困りではありませんか？！  

 言語数を増やしたいがコストがかかりすぎる  
 コンテンツの再利用と差分の自動抽出によって、翻訳ボリュームを大幅に削減。
コストを低減します。  

 



ドキュメントのバージョンが増加 

製品 
マニュアル 

A社向け 

B社向け 

別版OEM） 

A社向け 

B社向け 

A社向け 

B社向け 

A社向け 

B社向け 

A社向け 

B社向け 

A社向け 

B社向け 

A社向け 

B社向け 

A社向け 

B社向け 

A社向け 

B社向け 

A社向け 

B社向け 

PDF WEB スマホ・タブレット 

言語 

A社向け 

B社向け 

A社向け 

B社向け 

A社向け 

B社向け 



Author-itによる制作フロー 

原稿作成 

ライター 

PDF 、ヘルプ、
タブレット等 

構成・テンプ
レート計画 

オペレータ 

ライター 

翻訳 

リライト 

翻訳チェック 

翻訳者 

外制翻訳 

リライタ 

翻訳者 

画像処理 

画像チェック 

イラスト 
担当 

イラスト 
担当 

出力確認 
データ調整 

オペレータ 

文書作成 翻訳 出力 校正 画像作成 

プルーフ 
修正 

プルーフ 
リーダ 

オペレータ 



Author-itによる制作フロー 

Author-itによる制作フローの特長  

 画像作成と翻訳以外は、Author-it上で作業を完結できます。 

 DTPの工程が不要になります。 

① 制作前に文書やテンプレートの構成を計画します。 

② 原稿作成後すぐに出力を確認できます。 

③ 校正と修正は、オンラインで同時に行えます。 

④ 翻訳原稿はXMLでエクスポート/インポートします。 

⑤ 一つのデータから複数の形式に出力できます。 



Author-itによる翻訳フロー 
日本語XML 

多言語XML 

翻訳者 

プルーフリーダ 

オンラインで校正 

レビュー結果を確定・修正 
↓ 
自動的にドキュメントに反映 

ローカライズツール 

翻訳会社/翻訳者 
翻訳支援ツールで翻訳 

コンテンツ責任者 
（リライタ） 

オンライン校正 

オーサリングツール 

オンラインで校正 

管理者 

校正ジョブを管理 

管理者 

[8]localize.wmv
[7]review.wmv


Author-itによる翻訳フロー 

Author-itによる翻訳フローの特長  

① 翻訳原稿をエクスポートし、翻訳後インポートするだけで、ローカラ

イズされたドキュメントが完成します。 

② 原稿の改定差分のみ抽出しての翻訳も可能です。 

③ 翻訳データはXMLであるためTrados等TMツールによって、メモリ

管理ができます。 

④ 同じドキュメントの多言語版を関連付けられたデータとして一元管

理できます。 

⑤ オンラインツールに複数人の関係者がアクセスしてやりとりしなが

ら、レビュー・校正が同時に行えます。 

⑥ レビュー内容を確定すれば、そのまま原稿に反映されます。修正

も可能です。 



Author-itの導入効果 

 一元的なコンテンツ管理機能によって、既存のコンテンツの再利用と、複数

の担当者の同時作業による効率性の向上 

 管理されたオーサリング環境を提供し、ドキュメントの作成者がレイアウトを

気にせず、高品質なドキュメントを作成することに集中できる環境の構築 

 ドキュメントごとのユーザー設定による動的アウトプット 

 ワークフローを合理化・整理し、制作時間を大幅に短縮 

 一元的なコンテンツの管理による、重複の排除とマルチチャンネルアウトプッ
ト“1ソースマルチユース” 

 コンテンツ管理に(ドキュメント管理)システムと、ローカリゼーションマネー

ジャーによるローカライズの効率化 



導入の効果の代表的な例 

 Hewlett-Packard 
 生産サイクルが3週間短縮 
 ドキュメントの再検討期間が60%短縮 

 Coca-Cola 
 最初のローカライズで、予想コスト2,200万円の内 680万円を節約出来、コストを30%以上削減 
 英語からフランス語へのローカライズにおいて、プロジェクトの納期を30%短縮 

 CA Technologies 
 ドキュメント作成者は、内容の作成に集中可能となった （作業時間が50%短縮） 
 高品質なドキュメントのフォーマット設定や制作時間を、大幅に短縮 (最大40%短縮) 
 ライターの生産性が2倍に向上 （最初のローカライズで、約1億2,800万円を節約） 
 ワード・カウントが80万ワード減少し、80%以上の再利用率を実現 

 eFront 
 各部門のドキュメントオーサリングプラットフォームと人材を、集約し1か所で管理 
 部門間での情報・ドキュメントの再利用と可視化 
 全部門でのドキュメント作成の自動化 

 某通信業者 
 状況に応じた情報サポートにより、顧客サービス担当者1人当たりの収益が70%向上 
 顧客担当者の遠隔でのトレーニング時間が、１人当たり６０%短縮 

 Ensim 
 全社でのドキュメントの共有により、全てのドキュメント更新が約 5分となる 



完全に統合されたトータルソリューション  

    

シングルソース・マルチアウトプット  

    

多くの導入・運用実績 

    

効率的な協働作業環境 

   

高い信頼性と拡張性 

Author-itが選ばれる理由 



ユーザー事例：Acronis様  

アクロニス社 
http://www.acronis.co.jp/support/documentation/ 

 サーバ・ワークステーション等のバックアップ、復元、システムの移行と展開に関わる
製品を提供 

 社員数700 名（世界18ヶ国） 

 Author-itを利用して、製品マニュアルを14 ヶ国語で提供 

 出力形式：PDF・HTML・HELP・製品組み込みHELP・DITA 

 

 Author-itについてのコメント 

  「質を落とさずに改定の多いドキュメントを14ヶ国語で提供するのは 

   Author-it(CMS) 無しでは不可能」 

 

http://www.acronis.co.jp/enterprise/


 導入した部署 
 ISS部 (Industry Standard Servers Division) Information Engineering Group 

 導入前の運用 
 30人のライターが、8言語にわたる50以上の同時プロジェクトを担当していた。 
      **ドキュメント： ユーザードキュメント・サービスガイド・インストールガイド・etc 
 ライター1人ごとに、スタンドアローンのMS Wordを使用して、文章の作成と管理をしていた 

 導入背景 
 効率的に必要なタイミングでドキュメントを完成することが出来ておらず、 
 新製品のリリースを遅らす原因になっていた 

 導入目的 
 ドキュメント作成時間を短縮し、予定どおり新製品のリリースをする 
 オーサリング・管理・パブリッシング機能が、１つのソリューションで統合 

 導入結果 
 ドキュメントの校閲時間が60%短縮し、製品の生産サイクルが3週間短縮 
 一般的なマニュアルでは、総単語数が52%の削減 
 ISS部において、ローカライズされた文章に対して76%を再利用 
 期限内で完成する為の必要人員数が、導入前の50-60%となる 

 導入後にわかったこと 
 ドキュメント制作を、Author-it導⼊前は非常に非効率に⾏っていたことを初めて認識した 
      →Author-it前の問題として、ライターが担当するドキュメント以外は⾒ることが出来なかったこと

    によって、非効率な作業(共通・類似した文章を作成)を⾏っていた 
 Author-itを使用することにより、共通の(類似した)文章を、効率的に利用することが出来るようになった 

ユーザー事例：HP様 



 導入した部署 
 設計担当部署 

 導入前の運用 

 マニュアルは、新製品がリリースされる度に6言語で作成されるが、需要に応じて28言語までサポートする必
要があった。その為、年間100万USD以上の制作費がかかっていた。 

 導入目的 
 翻訳コストの削減 
 ドキュメントの作成時間を短縮 
 ドキュメントのフォーマットの統一を容易に⾏う 

 導入結果 
 翻訳コストを、70%削減(約6000万円削減) 

 Author-it Xtend, Localization Manager機能によって、既存の文章とのマッチングを⾏いドキュメントの再利用
率を高め、作業時間を少なくとも20%短縮 

 ドキュメントのフォーマットの統一確認作業が完全に自動化され、制作者は文章作成に注⼒出来る 

 今後の展開 

 オンラインで、サービスマニュアルのユーザーが要望した部分のみ提供することを検討中 

 **Author-itのマルチチャンネルパブリッシング(標準機能)によって実現させる予定 

ユーザー事例：TEREX様 
**TEREX：産業用機器メーカー 



 導入した部署 
 ローカライゼーションサポート部 

 導入背景 
 同じような内容のドキュメントが、異なる部署で作成されており、品質・納期にバラつきがあった 

 新たなドキュメントを制作する時には、予定の予算でローカライズが完了せず、作成期限に間に合わなかった 

 マルチフォーマットでドキュメントを短期間で納品することを、会社の⽅針として決定した 

 導入目的 
 想定したローカライズ予算でローカライズ作業を終了させる 
 新たな人員を追加することなく(専門的な知識を必要とせず)、マルチフォーマットでドキュメント出⼒する組織

を作る 
 システムの導⼊費用を早期に回収する 

 導入結果 
 予定したローカライズ予算で、予定期間内に作業が終了(一部のドキュメントでは、10-20%短縮) 
 新たな人員を追加することなく(専門的な知識を必要とせず)、Author-itの導入のみで、マルチフォーマット

(PDF・Word・HELPファイル・HTMLファイル・etc)に対応したドキュメント出⼒するワークフローを構築 
 システムの導⼊費用を早期に回収 
  →最初のドキュメント作成で、Author-itの導入費用を以上の翻訳コスト削減 
  →従来比で、ドキュメント作成・ローカライズの総コストの約67%削減 

 今後の展開 
 全社的にAuthor-itでドキュメント管理する為に、Author-it社がコンサルティング中 

ユーザー事例：OSISoft様 



主な導入実績 



 導入実績 1/4 



 導入実績 2/4 



 導入実績 3/4 



 導入実績 4/4 



クラウド版とオンプレミス版をご用意 

Authou-itはクラウド版と、自社のサーバーにインストール可能なオンプレミス 版をご用意し
ております。ユーザー数に応じた年間のライセンス契約で、スモールスタートも可能です。  

クラウド版 

Author-it社が提供するクラウドサーバー上で 
コンテンツを一元管理。クラウド版は設備投資や
サーバーメンテナンスが不要で、すぐにAuthor-itの

運 用を開始することができます。  

 
オンプレミス版 

自社サーバーにデータを格納しておきたいお客様にはオンプレミス版があり、 サー

バーセットアップからサポートさせて頂きます。  
 

 



Author-it Software Corporation  

 Author-it Software Corporation (Author-it社) 
 1996年設立 

 本社： ニュージーランド  オークランド 

 「Author-it」は、50ヵ国において3,500以上の組織や企業で運用中 

 コンポーネント・コンテンツの管理、オーサリング、言語翻訳、およびシングルソース・パブ
リッシングにおける世界有数のソフトウエア・プロバイダー企業 

 「Author-it」は、信頼できるコンテンツ管理ツールとして、世界5大陸、50ヵ国において

3,500以上の組織や企業で運用中 



アイ・ディー・エー株式会社 

 アイ・ディー・エー株式会社 (ida Corporation ) 
 1997年設立  ( 大阪本社 ・ 東京オフィス ） 

 専門分野の翻訳から多言語への展開 

 多言語カタログ・マニュアル制作 

 多言語WEBサイトの構築・運営サービスの提供 

 Author-itの導入コンサルティング 

 

 



Content Authoring, Management,  
Publishing and  Localization System  

www.idanet.co.jp 

 

アイ・ディー・エー 株式会社 
 

大阪本社：〒530-0051 大阪市北区太融寺町1-17 梅田アスカビル 

TEL： 06-6360-6300  FAX： 06-6360-6303 
 

東京オフィス： 〒1105-0004 東京都港区新橋4 31-6 グランデ新橋 

TEL： 03-5402-5035  FAX： 03-5402-5034 
 

E-mail： info@idanet.co.jp 


